
Aやものとかかわ媚が媚習ずる支援の跳割つ齢竃
一養護学級高学年　図工科「なにをつくろうかな」の実践から一

関　　　和　典

1　はじめに

児童が制作活動を行う際に,まず考えるのは,そのものをどうやってつくろうかという

ことではないだろうか。児童は描画や,立体的な創作物を作る際に実際に目の前にあるも

のをじっくりと観察し,その特徴を見ながらその部分を特徴として捉え,制作していくと

考えられる。

次に,大まかに「もの」の実体が捉えられたときに,「もの」にとらわれず,イメージの

中で制作をしていくということが考えられる。その際に児童は既習の事柄をフルに使っ

て,自分の世界の中の「もの」を具現化していくものと考えられる。

ここで考えられるのは,児童のもつ「イメージ」を,指導者がどのように捉え,どのよ

うに支援していくということが,その学習を行っていく上で大切になってくるということ

である。

現在の小学生は,自分の生活の中に幅広い「もの」とのかかわりが多くあるとは必ずし

も言えないのではないか。日常生活の中でパターン化された行動様式やみんなが同じよう

な遊びを共有していく中で,児童の独創的な「イメージ」は年と共に固定化していってい

るのではないかと思われる。

知的なハンディーキャップをもっている児童にとって,こういったことに加えて,既習

の事柄から抜けだし,「イメージの世界」の中で活動をするということはますます容易では

ない。しかしながら,子どもの本来もっている独創性や,それを大切にするといった自分

なりの思い入れやこだわりを大切に育んでいくということは,指導者が創作活動を支援し

ていく上で大変重要であると考えた。

本研究では,知的なハンディーキャップをもつ児童が,自分たちの日常生活の中で独創

性や思い入れ,作ったものに対するこだわりをことができるよう,自分たちが生活や学習

の中でイメージした「もの」を具現化するステップを考えていくことを主眼においてい

る。さらに,その具現化に至る過程で,他の児童や素材等のかかわりを通して,児童がい

かに変容し,自分の作ったものに対しての愛着心をもつことができるかということに関し

ても考察していきたい。

2　本題材「なにをつくろうかな」の実践について

(1)題材についての基本的な考え方

児童が生活をしていく上で,身の回りにはたくさんのものがある。そのもの1つ1つが

固有の用途や意味をもっている。その中で,児童が必要感や目的意識をもって制作したも

のには,既製品にないこだわりや思い入れがたくさん込められていると考える。

本実践では,「これがいる。」とか「こんなものをつくりたい。」という気もちをもちなが

ら制作していくことを願い設定した。

具体的には,児童がより必要感やイメージ化ができやすいと考えられる「劇あそび」の

中で,自分たちが使用する小道具や衣装,背景の絵等を自分たちの手で考案・制作するこ

とによって,作ったものに対するこだわりや思い入れを大切にする心を育てたい。また,

友だちと共に学習する必然性のある「劇」を取り上げることによって,他の児童とかかわ

り合いながら制作活動をしたり共同製作したりすることを促すことができると考える。
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具体的な取り組みとしては生活や学習の中でイメージしたものをいかに具現化するか,

ということについて,以下のようなステップを考えてみた。

ステップ (関連教科) 活　 動　 内　 容 支　　　　 援

I段階 ○パネルシアターをみる。

○物語で印象的だったものを描

1 物語の情景が思 う浮かべ ら

< 物語を知る> れるよ うな絵 の提示 をす

(国語科) る。

J 2 印象的なもの.をイメージで

Ⅱ段階 きるような具体物の提示や

< 絵にしてみる> く。

○絵を参考にしながら, 具体物

言葉かけをする。

J 3 日分の描いた絵の内容を具

Ⅲ段階 体的に表現できるような具

< 具体物を制作する> を制作する。 体物を準備 したり, 友だち

の作っているものを見て参

考にすることができるよう

な言葉かけをする。

(2)研究仮説について

以上のステップをもとに以下のような研究仮説を立てた。

< 仮説 1 > 児童が具体的なイ メー ジをもちやす くす るために, 段階的に支援 を行 ってい

けば, 児童 は自分の発想 したものを具現化 してい くことがで きるであろ う。

< 仮説 2 > 児童が自分のイメージをふ くらませることができるよ う, 児童の発想 により

近い素材や具体物 を提示 した り, 周 りの友だちの様子に注意 を向けるよ うな

言葉かけをすれば, 児童はスムーズに制作をす ることがで きるであろ う。

(3)検証の方法について

上の表の1,2,3の支援が有効に行われていたかどうかを児童の様子から検証してい

く。

(4)児童の実態について

本題材における本学級の実態と課題は次のようである。

児 実　　　　　　 態 課　　　　　　　 題

か

か

⑬
友だちのことを意識 して作品づ くりに 友だちの作 品 と関連づ けなが ら表現活

反映 しなが ら活動す ることができる。 動 を行 うことができるようになる。

⑩
友だちのことを意識 して作品づ くりを 友 だちの作 品づ くりを参考 にして表現

わ

り

することができる。 活動ができるよ うになる。

⑮
友だちのことを意識 して作品づ くりに 友だちの作 品 と関連づ けなが ら表現活

反映しながら活動す ることができる。 動ができるようになる。

制

作

⑬
自分がつ くりたい物 を大 まかにイメー 物語のイメー ジを考 えながら自分な り

ジ してつ くることがで きる。 に表現す ることができるよ うになる。

⑭
自分がつ くりたい物 を大 まかにイメー イメージ通 りの物 をつ くろ うとす る気

活

動

ジ し表現 しようとす ることができる。 もちをもつ ことができるよ うになる。

⑮
自分がつ くりたい物 を大まかにイ メー 物語のイ メージを考 えなが ら自分 な り

ジ してつ くることができる。 に表現す ることができるよ うになる。

(5)指導目標について

指導目標を以下のように設定した。

1　友だち同士で協力や分担をして制作することができるようにする。

2　小道具や背景等を自分たちのイメージで作り上げることができるようにする。
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(6)指導内容と計画について

第一次(2時間)

物
語
の
景
色
を
思
い

浮
べ
よ
う

登場人物

背　　景

登場した

「もの」

第二次(6時間)

ス
ペ
シ
ャ
ル
ア
イ
テ

ム
を
作
ろ
う

背　　景

日常生活の中で,自分

がイメージしたものを

自ら制作して,そのも

のに対する思い入れや

こだわりを大切にする

ようになる。

①　第一次での取り組みについて

第一次は<第Ⅱ段階>にあたる。<第I段階>でパネルシアターにより十分に物語をイ

メージできていれば描画で豊かに表現できると考えた。

l 主 な活動 と

支　　　 援

児　　　 童　　　 の　　　 様　　　 子

児　　　 ⑬ 児　　　 ⑭ 児　　　 ⑮

第

1

時

○物 語 を思 ○ 馬 の絵 を描 い た。 言 ○ 観 音 様 の 絵 を 掃 い ○ 娘 を措 い た。パ ネル

い浮 かべ 某 か けに よ りパ ネ ル た。 自分 の想 像 力 を シ ア ター を参考 に し

なが ら絵 シ ア ター に ない木 を 働 かせ て周 りの情 景 て , 細 か い所 まで よ

を描 く。 描 い た。 を 描 く こ と が で き

た 。

相場軌慧芸事㌍学績烹堂こ1こ.こ空㍊昔

く見 て描 いた。

k.・賞牌撃鮮麗覿論駁適鞄媚鵜殿

1~̀.ボ・類

書学噂 署.運 油 顧 漸 減

ノ.ぅ、.ソ　 ・r・く・道警熟語おぷ

曇怒學澤焦瓔結蛋澤欝音量畳誓撃
終 電 巌 鮎 壷 亮

.~こ..童...一昔ニー漢__・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　F.・榊、、こ.シ
幾.ノミ..・筋 ・こI・.・キ・Jノー、幣㌫釣
決㍍怨苓沌養鰻
やぢ_-こ.ここここここが.・・璋　テ:こここことy・

1授業 者 の ○ 死 ん だ馬 が生 き返 る ○観音 様 の周 りに川 が ○パ ネル シア ター の絵

見方 所 が印象 的 だっ た よ 流れ てい た りお供 え を ま ね て い る, と

うだ。 物 が あ った りした。 い っ た感 じだ った。

第

2

時

○前 時 の絵 ○ 馬 を描 い たが , 手 綱 ○お金 持 ち を措 い た。 ○ 前 時 には い なか っ た

を参 考 に や それ をひい て い る ダ ンベ ル を描 い てい 「占い師」を描 いた。

して, さ 男 も一緒 に描 くこ と る。

えーカニへや一定淵　　　　　　　　　　　と-ウ~~・-　・.~と..h-.・̀′~-

自 分 が 考 え つ い た

らに思 い が で きた。 キ ャラ ク ター で 意欲

浮 かん だ

ケ一服..こ1て.. ~,̀.沖・_カ.。・-

掛‡こ..・浮ニ:どこ

震籠洩壷屋慈演澱撃黒猫

的 に描 くこ とが で き

もの を描 た。

く。

擴奴は浣こ　黒.-

授 業者 の ○前 時 の絵 を参 考 にす ○前 時 と違 う登 場人 物 ○例 示 の絵 をあ えて提

見方 る こ と で 自 分 の イ を描 いた が, 本 児 が 示 しない こ とに よっ

メー ジが 広 が って き 好 きな キャ ラ クター て 自分 の イ メー ジ で

! た よ うで あ る0

l

で あ っ た と 思 わ れ 描 くこ とが で きた と

】 る0　　　　　　　　 思 われ る0

②　第二次での取り組みについて

第二次は,第Ⅲ段階にあたる。第五段階での描画が児童のイメージをふくらませ,自分
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が作りたいものの具体化ができている,として,本次では,児童が描いた絵や,その絵の

中にあるものを具体的につくるとして必要であると考えられるものを児童に提示すること

で,より児童のイメージに近い小道具を作ることができると考えた。そのときの目標行動

と指導者の支援,またそのときの児童の様子を以下に示す。

児 目　　 標　　 行　　 動 教　 師　 の　 支　 援

⑬

自分 の描 いた絵 を参 考 に しなが ら自分 のイ 物語の中の作 品のイ メージをもつ ことができ

メージす る小道具 を作 ることがで きる。 るよう, 自分の措い た絵 を提示 してい く。

他の友 だちの作 ってい る物 と関連付 けなが ら 他の友 だちの作 品を制作 の段 階で見 ることが

作 ることがで きる。 で きるよ うな場 を設定す る。

⑭

自分の描いた絵や, 具体物 を参考にしなが ら 制作 のイメージをもつ ことができるよ う, 自

自分のイ メージす る小道具 を作 ることがで き

る。
他の友 だちが作 ってい る物 を意識 して作 るこ

分の絵や具体物 を提示す る。

友だちの制作 してい る作品のイメー ジを言語

とができる。 化 するよ うな ことばか けをす る。

⑮

い くつ かの素材 の中か ら選択 して, それ を使 作 品をつ くるためのイ メージを持つ ことがで

い なが ら自分のイメージす る小道具 を作 るこ

とができる。

他の友 だちのつ くってい る物 と関連づ けなが

きるよう, 素材 を提示 してい く。

他の友 だちの作 品を制作の段 階で見 ることが

ら作 ることができる。 で きるよ うな場 を設定す る。

③　児童の様子

学習の展開 と

◎主要な働 きかけ

児　　　 童　　　 の　　　 様　　　 子

児　　　 ⑬ 児　　　 ⑭ 児　　　 ⑮

1 は じめの あい さつを

する。

2 絵を見てなにをつ く

るか決める。

◎児⑬ には 自分の描い ◎予想 していた馬 を作 ◎予想 していたのはお ◎最初 は 「反物」と言 っ
た絵 を提示する。(作 るための段ボール を 金持 ちが もってい る ていたが, 自分が今
りたいもの 「馬」 を 用意 していたが, 児 「剣」で あったが, まで作 っていたプ レ
決めていると予想 さ ⑭ のために準備 して 実際 に作 ろうとした ス レッ トを完成 させ

れ る。) いた 「剣」 を見 てそ ものは 「木」 であっ たい とい うことを考

◎児⑭ には児童が作 り ち らに気 もちが行 っ た。指導者 は全 く予 えた ようだ。本 時は

たい もののイメー ジ て しまった。 想 していなかったの ほ とん どブ レス レツ

にあった具体物 を提 で, 馬 を作 る は ず トづ くりになった。
示する。(作 りたい も

の 「剣」 を決めてい

だった段ボール を提

示 していった。
ると予想 される。) ′　_,く劉 鍔㌫誉澤顎ニー・・　　　　　 こ.1ここ..r~̀..と..汀軍雫

◎児⑮ には児童 が作 り

たいもののイメー ジ

にあった具体物 を提

示する。(作 りたい も

ここここ.昔㌫慾強

ニここ.ここここヂここ真言・・芸一宮塔璃一喜貴
く授業者の見方 >

せ・・さ1・芸.こ瑾幸吉　　　　　 .ダ

ニ・や

鎚ぷ瑾濁絶間閑談恍監
・さ_。_。、　　　　　　　　菌

拶.
の 「反物」 を決 めて ・まず最初の言葉か け < 授業者の見方 >
いる と予想 され る。) の中で, 児⑬ を最初 ・反物 を作 ると予想 し

3 小道具 を作る。 に 聞 くべ き で あ っ く授業者の見方 > ていたものの, 前時
◎児⑬⑮ には他児の活 た。 さらに具体物 を ・授業者の全 く予期 し に作 ったブ レス レツ

動にも 目を向けるよ 提示す る順序が反対 ない もの を言 って き トに興味 を示 して,
う言葉か けをす る。 になったため, 児⑬ たため, 全 く準備 が そち らの仕 上げをし

◎児⑩ には, 作 ってい が 「剣」に気 もちが できていなかった。 た くなった と考 え ら
るものに対す る言葉 移 って しまったと考 児⑬が作 ると予想 し れ る。実際に提示す
かけをす る。 え られ る。 ていた 「馬」の材料 るものを精選 してお

4 お互 いに作 ったもの ・作 るス ピー ドが速い を使 っ た が, 「木」 く必要があった。
を発表する。 ので反物 も少 し作っ の体 裁 に は成 らな

5 おわ りのあいさつを
する。

た。余分に用意 して

いて良かった。

か った。
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3　考　察

(1)成果と課忠について

本研究では,3つの段階を設定し,児童がよりイメージ化でき,そのイメージ化したも

のをできるだけ具現化するということについて,さらに,その支援について適切であった

かどうかといことについて考察をしていく。

0　3つの段階はどうであったか。

これまで,劇の大道具,小道具,背景等はほとんどが教師が作ったものであった。それ

を児童自らつくるという取り組み自体,児童には新鮮ではなかったろうか。その中で,児

童が自分たちがつくるものを,いきなりではなく,じっくりと児童の考えを引き出しなが

ら行ったことは,児童が実際に作っていく上で,大まかではあるがイメージ化しやすいも

のに成っていたと考えられる。さらに,まず絵を描き,それをもとに次の活動に移るとい

うやり方は,児童自らの発想を変えることなく次の活動に移ることができるという面が

あったと考えられる。ただ,本研究を行う上で,児童が何を考え,どんなものをつくりた

いと考えているのかということを見取る指導者の鋭い感性が最も必要であると痛感してい

る。

本研究の成果と課題を以下の表にまとめた。

i 成　　　　　　 果 課　　　 題　　 「

第
I

t

支
援

○児童 の考 えたキャラクター を劇の △児童が実際 にイメージしているもの を

中に入れ ることによって, よりイ スムー ズ に引 き出す た めの言葉 か け

メージ化が図れた。 (児⑮ よの や, パネルシアターを演 じる際の話 し

段 の ○児童が物語の登場人物や, 情景 を 手 の力量が不足 してい るため, 自分の
階
上
第

1 大 まかではあるが, 感 じ取 るこ と 好 きなもの以外 はす ぐに引き出す こと

支 がで きた。それは, 第 Ⅱ段階で指 ができなかった。

Ⅱ 援 尊者 の言葉かけによって児童がす △パネルシアター の絵 を提示す ることで
段
階

の
2

ぐに絵 を描 き始めたことか らいえ 児童 が 自分 のイ メー ジの世界 で はな

る と考える。 く, パネル シアターの絵 の模倣 をす る

にとどまっていることもあった。

第
Ⅱ

支
援

○児童が実際にもの をつ くる際に, ○児童 の作 りたいものを指導者が予想 し

自分の描いた絵 を参考 にした り手 ていたが, それがことごとくはずれて

がか りにした りす ることが, 自分 しまった。そ うす ることで, 児童が実

の発想 を変 えないで行 うことにつ 際にものをつ くる際の準備 において,

段 の ながった と考え られ る。 児童のここの実態 に応 じた ものが用意
階
↓
第

2 ○具体物 を予想 して材料 を準備 した できなかったことは大 きな反省材料 で

支 ことによって, 児童 がスムーズに ある。 よ り確かな子 どもの見取 りが必

Ⅲ
段
階

接
の
3

薛

活動 に入 ることができた。 要 となる。

○児童 が作 りたい ものの体裁 にな らな

かった (児⑭) ことは一番の改善点で

ある。今後は準備 を確実 にしてい きた

い。

4　おわりに

知的なハンディーキャップをもつ児童にとって,自分が考え,自分でその考えのもとに

何かを作り上げていくということは,全ての状況下で実現するといったことはないかもし

れない。しかし,「自己実現」していくための1つの手段として,このような実践が多くな

ることが,本校養護学級の「生活力のある児童」を育成していく上で必要であるのではな

いかと感じている。
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